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１．はじめに 

 

 地方都市の中心地区に位置する岐阜公園においては，

歴史と伝統を活かしたまちづくりから，観光資源として

再開発するための整備計画が検討されている．このよう

な都市公園の再整備計画においては，統一的な公園整備

の基本コンセプトを明確にし，現実的な施設を含めた空

間構成として具体化することが重要である． 

 このとき都市公園の空間的な構成を議論するためには，

都市公園の空間イメージ表現が必要であり，一般的には

公園整備計画図面やイメージパースが利用される．しか

しながら，自然景観との一体的整備，周遊経路の設定な

どの都市公園における検討課題には対応が困難である．

このため本研究では，都市公園の空間整備計画における

仮想空間表現（三次元ＣＧ）を方法論的側面から検討し，

空間整備計画に関する議論を容易とする． 

 

２．都市公園の空間整備理念の整理 

 

本研究では，地方都市公園として岐阜公園をとりあ

げ，歴史公園としての再整備基本構想について検討

する。ここでは、岐阜公園再整備に関する背景を簡単

に整理する．  

 

（１）整備対象公園の概要 

 岐阜市の中央に位置し，長良川に接し金華山のふもと

に広がる岐阜公園は，明治 1882 年の開園より 130 年余

りの歴史がある．岐阜公園はその立地条件から自然が豊

富で，園内にも数多くの樹木が存在する．岐阜公園の現

況施設の配置図を図－１に示す．また，この公園は織田

信長ゆかりの地としても知られ，岐阜城・信長居館跡等

の歴史的資産を見ることができる．その他にも，加藤栄

三・東一記念美術館や歴史博物館，名和昆虫博物館など

の文化施設から，岐阜公園と金華山の山頂駅を約３分で

結ぶ金華山ロープウェーなど，公園内には多数施設が存

在する．  
 また，岐阜公園の周辺には，格子戸のある日本家屋が

軒を連ねる，湊町・玉井町・元浜町の通称「川原町」や，

日本三大大仏の一つにも数えられる岐阜大仏などの歴史

的な建造物や寺院などが多数存在している．４）  
 
（２）整備対象公園の空間整備理念１） 

これまでに岐阜公園の公園の整備形態は，その時代

に沿って様々に変化してきた． 
1882年岐阜初の公園として現在の岐阜公園の前身とな

る丸山公園が開園された．施設整備に関しては迎賓館兼

倶楽部と物品陳列所を設置するにとどまり，整地作業を

行った程度である．  
 1889年からは施設整備が盛んに行われ，「名和昆虫

研究所」にみられる，学習施設が新たに追加された．そ

の他，「武徳殿」，「三重の塔」もこの時期に整備され

た．それまでになかった学習が公園でも可能となり，来

園者の楽しみの一つとなる． 
 1929年，都市計画法により岐阜公園が都市計画公園

として決定された．また，その頃大規模な博覧会が岐阜

で行われ，岐阜公園はそのメイン会場となり，多くの来

園者で賑わった． 
 1945年からは，それまでの都市計画法に沿った画一

的な整備から，多様性を求めた整備へ移行される． 
1955年，金華山ロープウェーが開通し，それまでに

徐々に出つつあった観光施設としての性格が前面に押し

出されたことにより，多くの観光客がこの地を訪れた．
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図―１ 整備対象公園の現況 



この他にも，淡水魚水族館，小動物園，子供の広場など

の施設が設置された．しかし，誰もが楽しめる公園づく

りを目指し，多数の施設を設置したため，公園の性格の

統一性を欠くこととなる． 
 1970年からは，施設の混在という問題を解消すべく，

公園の大改造が計画された． 
 1990年以降は，岐阜市歴史博物館・加藤栄三，東一

記念館・名和昆虫博物館などの，歴史をテーマにした施

設が目立つ．また，特産物を扱った出店を整備し，岐阜

公園は観光施設としての性格をさらに強めた． 
岐阜公園は一時期，年間で３４０万人が訪れた．し

かし，その後の岐阜全体での観光客の減少に伴って来園

者数も減少した．近年の岐阜公園の来園者数は平成１３

年５月の日曜で５０００人程度，平日は１９００人程度

あり，平成５年以降，平成１３年までの間に大きな変化

はない． 
 

（３）岐阜公園の再整備基本構想 

上記のような歴史的変遷を踏まえて、近年岐阜市に

おいては，金華山・長良川の広域的な自然資源を一体的

に自然博物館として位置づけている。この中において、

岐阜公園は長良川・金華山周辺地区の観光拠点として位

置づけられ、特に都市公園機能・優れた景観と文化・歴

史を合わせ持つ魅力的で個性豊かな公園を目指すことが

目標とされている。２）具体的には金華山・岐阜城に関

連する斎藤道三・織田信長時代の歴史的資産を活用した

「歴史公園」を基本的テーマとして再整備に関する基本

構想を検討している．ここで、歴史を活用した都市公園

の再整備の方向性について，基本構想関連資料２）に基

づき以下の検討のために整理したものが図―２である．

ここでは、周辺地域との一体的な回遊性を考慮して５種

類の方向性として基本構想（案）を整理している． 

また，図―３に示すのは，将来岐阜公園のエントラ

ンスとして整備が予定されている場所の現況の写真であ

る．現段階では長良川・金華山周辺地区の観光拠点とし

て，または歴史公園のエントランスとしての雰囲気はあ

まり感じられず，地域の中心的な役割を果たすには物足

りなさを感じる． 
 

３．三次元ＣＧによる都市公園の空間表現３） 

 

 本章は，空間的概念を考慮するために導入した三次元

CGによる，対象公園の景観モデル作成の手順について

整理した．また，それを元に岐阜公園の現況について三

次元CGを使って再現した． 
 

（１）都市公園の空間表現方法 

 ここでは，三次元CGによる対象公園の空間表現の 
 

 

ために，仮想空間での空間構成手順について整理する． 
①二次元オブジェクトの作成：モデル作成の基礎となる

二次元データを作成する．対象公園の平面図のスキャニ

ングをおこない，ドラフト画像として表示する．このド

ラフト画像に基づいて，仮想空間に個々の建物，緑地帯，

親水設備，通路，樹木などのオブジェクトを作成する．  
②高さの設定：作成した二次元オブジェクトに対して，

個々のオブジェクトの高さを設定し，三次元オブジェク

トとする．個々の建物や樹木等の高さについての情報を

得るために，現地での写真撮影をおこなう．現状の写真

に基づいて，個々のオブジェクトの高さを設定する． 
③色彩の設定：仮想空間における個々のオブジェクトに

ついて色彩の設定を行う．また，色彩の設定以外にも，

写真や画像を加工し，仮想空間内のオブジェクトの表面

にテクスチャとして貼付することが可能である．このた

め，現地の写真撮影が可能な芝生，石畳み等の箇所につ

いては，仮想空間内のオブジェクトの表面にテクスチャ

を貼付することで正確な表現が可能である．このとき，

仮想空間でのテクスチャの伸縮を考慮して，オブジェク

トの大きさに対応したテクスチャを作成する必要がある．  
④光源の設定：仮想空間内での光源の位置は任意に設定

可能である．この仮想空間におけるオブジェクトについ

ては，影となる側面の現実感が欠如する．このため，仮

図―３ エントランスからの眺望（現況写真） 
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図―２ 整備の方向性２） 



想空間内の視点と同じ方向に光源を設定している．  
以上が三次元 CG による対象公園の空間表現の主要な

作成の手順である．この空間構成手順により，岐阜公園

を対象とした空間表現が可能となった． 
 
（２）整備対象公園の空間表現 

 ここでは，現況の岐阜公園を対象とした空間表現につ

いて，現況の写真と作成した三次元ＣＧを比較して，三

次元CGの適用性について検討する． 
 作成した仮想空間での，公園のエントランスからの眺

望を図－４に示す．写真画像と比較すると，樹木，駐車

場の砂利などの質感が乏しい．また仮想空間には車両が

ないため，駐車場であることがわかりにくい．しかしな

がら，都市公園の空間整備計画の検討が可能な空間表現

となっていることがわかる． 

 また，エントランス部分全体を見渡せる視点から，

鳥瞰的に空間構成全体を表現した三次元 CG 画像を図

－５に示す． 
 

４．空間表現による都市公園整備計画の検証 

 

本章では，基本構想案関連資料２」を元に再整備案の概

要を整理した．また，同資料を元に三次元モデルを作成

し，それについて検証を行った． 
 

（１）整備計画の概要 

岐阜公園は，織田信長と関わりの深い土地であると

いう歴史的条件と，金華山，長良川に接した土地に存在

するという地理的条件，この２つの好条件が含まれてい

る公園である．従って，岐阜公園はその特性を活かし，

歴史性を中心とし，自然環境も活かした「歴史公園」と

しての再整備をその方向性としている． 

計画思想としては，戦国時代や信長の時代といった

歴史を十分に感じることができるような空間作りをおこ

なう．このような歴史公園としての岐阜公園内苑の計画

思想に基づき，岐阜公園の新しい利用を明確にし，施設

の統一性と魅力付けのため，内苑のゾーニングが図－６

に示すように，明確に整理されている． 
さらに，利用者の行動別に様々な施設を「魅力付け

の要素」として各ゾーンにそれぞれ配置し，利用者が行

動目的を果たせるように考慮されている． 
 

（２）空間表現による整備計画の検証 

本節では，整備計画案を実際に三次元ＣＧとして再

現し，検討をした．三次元ＣＧの作成方法については第

３章１節に準ずる． 
図―７には金華山方向からの眺望を，図－８にはエ

ントランスからの眺望，図－９にはエントランスを別視 

 

点で見たものをそれぞれ示した． 

公園のエントランス部分の現況と構想案の比較検討

を行い，以下の見解を持った． 

 エントランスから金華山方向を見た時に，現況では歴

史を感じられるものが少なく物足りなさを感じる．しか

し構想案では，信長居館や武家屋敷風の建造物，石積み

などの信長の時代を思わせるものが視界に入り，歴史を

感じることができた． 

三重の塔
信長居館跡

図－４ エントランスからの眺望（現況） 

図―６ 整備案におけるゾーニング２） 

図－５ エントランス部の空間構成（現況） 



 現況では駐車場や土塁が存在するのみで，それを見て

歴史をイメージすることは困難である．しかし，構想案

では，エントランスを含めた周囲の空間にある武家屋敷

風の建造物が，樹木や水路等の自然環境に馴染んでおり，

信長がいた時代の生活空間をイメージすることができた． 

 構想案では木や石などの材料を建造物などに使うこと

で, 岐阜公園の自然特性を活かすことができ，和を基調

とした空間を再現できた． 

 

５．おわりに 

 

 地方都市公園の空間的整備計画において，地域の歴史

文化を踏まえた具体的構想が検討されている．本研究に

おいては，歴史公園のコンセプトの具体化に関して，Ｃ

Ｇ技術の導入による方法論的な支援を検討した．ここで

得られた研究成果は次のように整理できる． 

 ①地方都市公園として岐阜公園を取り上げ，都心活性

化のための再整備構想に関して具体的な整理を行った．

特に空間的表現を可能とする三次元ＣＧの導入により，

現在の空間構成を多角的に表現可能とした． 

 ②歴史公園を目指した空間整備計画構想に基づく仮想

空間を三次元ＣＧで表現した．平面では表現できない空

間的な表現を行ったことで，実際にその空間内にいるか

のような臨場感を表現可能とした． 

 ③都市公園基本構想に基づく，具体的な空間整備箇所

に関するイメージ形成が可能となった．特に公園エント

ランス部分の現況と構想案の比較から，歴史公園に関す

るテーマの具体化の状況について，実体論的な検討を行

うことが可能となった． 

 本研究で取り上げた岐阜公園の再整備基本構想は現在

もなお検討中である．本稿では現実の基本構想（案）を

参考として研究面で必要部分を再構成したものである．

したがって，現段階で，現実の岐阜公園基本構想に直接

的に関連するものではないことを付記する． 

 また本研究で利用した関連資料の収集に関しては，岐 

阜市都市建設部公園整備室の御協力を得た．ここに記し， 

感謝の意を表する次第である． 
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図―７ 金華山方向からの眺望 

図―９ エントランス部の空間構成 

図―８ エントランスからの眺望（整備後） 


